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Ⅰ a は定数とする。a ≦ x ≦ a ＋ 4 における関数 f(x) ＝ x2 － 4x ＋ 2 について，次

の問いに答えよ。

[1] a の値に応じて，f(x) の最小値を求める。

・a ＜ － 　ア　 のとき，f(x) の最小値は a2 ＋ 　イ　 a ＋ 　ウ　

・－ 　ア　 ≦ a ≦ 　エ　 のとき，f(x) の最小値は － 　オ　

・a ＞ 　エ　 のとき，f(x) の最小値は a2 － 　カ　 a ＋ 　キ　

[2] a の値に応じて，f(x) の最大値を求める。

・a ＜ 　ク　 のとき，f(x) の最大値は a2 － 　ケ　 a ＋ 　コ　

・a ＝ 　ク　 のとき，f(x) の最大値は 　サ　

・a ＞ 　ク　 のとき，f(x) の最大値は a2 ＋ 　シ　 a ＋ 　ス　
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問
十
一

　本
文
に
関
し
て
書
か
れ
た
次
の
文
章
中
の
空
欄 

Ｐ

 

〜 

Ｒ

 

に
入
る
も
の
を
、
後
の
各
群
の
1
〜
5
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ

ず
つ
選
べ
。

　『古
本
説
話
集
』の
成
立
時
期
は
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
成
立
年
代
は
は
っ
き
り
し
て
い
な

い
。『
古
本
説
話
集
』に
は
、
平
安
時
代
末
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
作
編
者
未
詳
の
説
話
集『 

Ｐ

 

』や
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
成
立
し

た
と
さ
れ
る
や
は
り
作
編
者
未
詳
の
説
話
集『
宇
治
拾
遺
物
語
』と
よ
く
似
た
説
話
も
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
本
文
と
類
似
の
話
も
、

Ｐ

 

や『
宇
治
拾
遺
物
語
』に
見
ら
れ
る
。

　
Ｑ

 

は
、「
芋
粥
」な
ど
、『 

Ｐ

 

』や『
宇
治
拾
遺
物
語
』か
ら
題
材
を
取
っ
た
小
説
群
を
書
い
た
が
、
そ
の
一
つ
で
あ
る「
六

の
宮
の
姫
君
」の
姫
君
は
、
貧
し
く
惨
め
な
死
を
迎
え
る
際
に
も
念
仏
を
唱
え
ず
、「
極
楽
も
地
獄
も
知
ら
ぬ
、
腑ふ

甲が

斐い

な
い
」存
在
と
表
現

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
本
文
の
田
舎
人
の
一
人
む
す
め
は
、
現
代
的
な
感
覚
か
ら
す
る
と
何
も
努
力
を
し
て
い
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、

Ｒ

 

だ
け
の
お
か
げ
で
頼
れ
る
夫
を
得
る
。
本
文
最
後
の「
た
だ
信
を
起
こ
し
て
仕
う
ま
つ
る
べ
し
」と
い
う
姿
勢
が
貫

か
れ
て
い
る
説
話
と
言
え
よ
う
。

Ｐ
：

　20
　

　1

　日
本
霊
異
記

　
　2

　今
昔
物
語
集

　
　3

　発
心
集

　
　
　
　4

　十
訓
抄

　
　
　
　5

　古
今
著
聞
集

Ｑ
：

　21
　

　1

　森
鷗
外

　
　
　
　2

　夏
目
漱
石

　
　
　3

　芥
川
龍
之
介

　
　4

　中
島
敦

　
　
　
　5

　太
宰
治

Ｒ
：

　22
　

　1

　神
へ
の
信
仰

　
　2

　仏
へ
の
信
心

　
　3

　親
へ
の
孝
行

　
　4

　夫
へ
の
信
頼

　
　5

　主
人
へ
の
献
身

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

GD23.indd   38 2025/11/14   9:58:39

―
 114 ―

―
 115 ―

0
0
0
-
0
8
2
2
6
1
-
P
0
6
1
-
1
2
0
.
i
n
d
d
 
 
 
1
1
4

2
0
2
6
/
0
4
/
1
0
 
 
 
1
1
:
0
0
:
5
5

― 3  ― ＧＤ 2 4

計算用紙

GD24.indd   3 2025/11/14   11:38:45

― 2  ― ＧＤ 2 4

Ⅰ a は定数とする。a ≦ x ≦ a ＋ 4 における関数 f(x) ＝ x2 － 4x ＋ 2 について，次

の問いに答えよ。

[1] a の値に応じて，f(x) の最小値を求める。

・a ＜ － 　ア　 のとき，f(x) の最小値は a2 ＋ 　イ　 a ＋ 　ウ　

・－ 　ア　 ≦ a ≦ 　エ　 のとき，f(x) の最小値は － 　オ　

・a ＞ 　エ　 のとき，f(x) の最小値は a2 － 　カ　 a ＋ 　キ　

[2] a の値に応じて，f(x) の最大値を求める。

・a ＜ 　ク　 のとき，f(x) の最大値は a2 － 　ケ　 a ＋ 　コ　

・a ＝ 　ク　 のとき，f(x) の最大値は 　サ　

・a ＞ 　ク　 のとき，f(x) の最大値は a2 ＋ 　シ　 a ＋ 　ス　
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Ⅲ ある企業が同じ製品を A，B，C の 3 つの工場で生産している。1 日あたり工

場 A は 4000 個，工場 B は 2000 個，工場 C は 2000 個を生産しており，3 工場にお

ける欠陥品比率は工場 A が 1 ％，工場 B が 2 ％，工場 C が 3 ％となっている。こ

のとき，以下の問いに答えよ。

[1] 3 工場全体における欠陥品比率は 
　　ア　　

　　イウエ　　
 である。

[2] ある日，その日に生産した製品の中から無作為に選んだ製品 1 つの検査をお

こなったところ欠陥品と判定された。この製品が工場 A で生産された製品で

ある確率は 
　　オ　　

　　カ　　
 である。
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正規分布表

u .00 .01 .02 .03 .04 .05 .06 .07 .08 .09

0.0 0.0000 0.0040 0.0080 0.0120 0.0160 0.0199 0.0239 0.0279 0.0319 0.0359 

0.1 0.0398 0.0438 0.0478 0.0517 0.0557 0.0596 0.0636 0.0675 0.0714 0.0753 
0.2 0.0793 0.0832 0.0871 0.0910 0.0948 0.0987 0.1026 0.1064 0.1103 0.1141 
0.3 0.1179 0.1217 0.1255 0.1293 0.1331 0.1368 0.1406 0.1443 0.1480 0.1517 
0.4 0.1554 0.1591 0.1628 0.1664 0.1700 0.1736 0.1772 0.1808 0.1844 0.1879 

0.5 0.1915 0.1950 0.1985 0.2019 0.2054 0.2088 0.2123 0.2157 0.2190 0.2224 

0.6 0.2257 0.2291 0.2324 0.2357 0.2389 0.2422 0.2454 0.2486 0.2517 0.2549 
0.7 0.2580 0.2611 0.2642 0.2673 0.2704 0.2734 0.2764 0.2794 0.2823 0.2852 
0.8 0.2881 0.2910 0.2939 0.2967 0.2995 0.3023 0.3051 0.3078 0.3106 0.3133 
0.9 0.3159 0.3186 0.3212 0.3238 0.3264 0.3289 0.3315 0.3340 0.3365 0.3389 

1.0 0.3413 0.3438 0.3461 0.3485 0.3508 0.3531 0.3554 0.3577 0.3599 0.3621 

1.1 0.3643 0.3665 0.3686 0.3708 0.3729 0.3749 0.3770 0.3790 0.3810 0.3830 
1.2 0.3849 0.3869 0.3888 0.3907 0.3925 0.3944 0.3962 0.3980 0.3997 0.4015 
1.3 0.4032 0.4049 0.4066 0.4082 0.4099 0.4115 0.4131 0.4147 0.4162 0.4177 
1.4 0.4192 0.4207 0.4222 0.4236 0.4251 0.4265 0.4279 0.4292 0.4306 0.4319 

1.5 0.4332 0.4345 0.4357 0.4370 0.4382 0.4394 0.4406 0.4418 0.4429 0.4441 

1.6 0.4452 0.4463 0.4474 0.4484 0.4495 0.4505 0.4515 0.4525 0.4535 0.4545 
1.7 0.4554 0.4564 0.4573 0.4582 0.4591 0.4599 0.4608 0.4616 0.4625 0.4633 
1.8 0.4641 0.4649 0.4656 0.4664 0.4671 0.4678 0.4686 0.4693 0.4699 0.4706 
1.9 0.4713 0.4719 0.4726 0.4732 0.4738 0.4744 0.4750 0.4756 0.4761 0.4767 

2.0 0.4772 0.4778 0.4783 0.4788 0.4793 0.4798 0.4803 0.4808 0.4812 0.4817 

2.1 0.4821 0.4826 0.4830 0.4834 0.4838 0.4842 0.4846 0.4850 0.4854 0.4857 
2.2 0.4861 0.4864 0.4868 0.4871 0.4875 0.4878 0.4881 0.4884 0.4887 0.4890 
2.3 0.4893 0.4896 0.4898 0.4901 0.4904 0.4906 0.4909 0.4911 0.4913 0.4916 
2.4 0.4918 0.4920 0.4922 0.4925 0.4927 0.4929 0.4931 0.4932 0.4934 0.4936 

2.5 0.4938 0.4940 0.4941 0.4943 0.4945 0.4946 0.4948 0.4949 0.4951 0.4952 

2.6 0.49534 0.49547 0.49560 0.49573 0.49585 0.49598 0.49609 0.49621 0.49632 0.49643 
2.7 0.49653 0.49664 0.49674 0.49683 0.49693 0.49702 0.49711 0.49720 0.49728 0.49736 
2.8 0.49744 0.49752 0.49760 0.49767 0.49774 0.49781 0.49788 0.49795 0.49801 0.49807 
2.9 0.49813 0.49819 0.49825 0.49831 0.49836 0.49841 0.49846 0.49851 0.49856 0.49861 

3.0 0.49865 0.49869 0.49874 0.49878 0.49882 0.49886 0.49889 0.49893 0.49897 0.49900 
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Ⅱ 以下の問題を解答するにあたっては，必要に応じて 5ページの正規分布表を用い

てもよい。

[1] 次のデータはある店の 5 日間の男性と女性の来客数である。男性の来客数と

女性の来客数の相関係数は 
　　アイ　　　　ウエ　　

　　オカキ　　
 である。

 1 日目 2 日目 3 日目 4 日目 5 日目

男性 6 14 7 3 10

女性 8 9 11 5 12 単位：人

[2] あるクラスにおける数学の試験の結果を集計したところ，男女の平均値と分

散は以下のようになった。このクラス全体の平均値は 　クケ　 ，分散は 

　コサ　 である。

 人数 平均値 分散

男子 20 40 30

女子 30 50 40

[3] ある高校の 3 年生男子生徒の身長 X は平均 170.0 cm，標準偏差 5.0 cm の

正規分布に従うものとする。このとき，身長の高い方から 2.5 ％以内に入るの

は，身長 　シスセ　 . 　ソ　 cm 以上の生徒である。
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Ⅲ ある企業が同じ製品を A，B，C の 3 つの工場で生産している。1 日あたり工

場 A は 4000 個，工場 B は 2000 個，工場 C は 2000 個を生産しており，3 工場にお

ける欠陥品比率は工場 A が 1 ％，工場 B が 2 ％，工場 C が 3 ％となっている。こ

のとき，以下の問いに答えよ。

[1] 3 工場全体における欠陥品比率は 
　　ア　　

　　イウエ　　
 である。

[2] ある日，その日に生産した製品の中から無作為に選んだ製品 1 つの検査をお

こなったところ欠陥品と判定された。この製品が工場 A で生産された製品で

ある確率は 
　　オ　　

　　カ　　
 である。
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2.0 0.4772 0.4778 0.4783 0.4788 0.4793 0.4798 0.4803 0.4808 0.4812 0.4817 
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2.8 0.49744 0.49752 0.49760 0.49767 0.49774 0.49781 0.49788 0.49795 0.49801 0.49807 
2.9 0.49813 0.49819 0.49825 0.49831 0.49836 0.49841 0.49846 0.49851 0.49856 0.49861 

3.0 0.49865 0.49869 0.49874 0.49878 0.49882 0.49886 0.49889 0.49893 0.49897 0.49900 
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Ⅱ 以下の問題を解答するにあたっては，必要に応じて 5ページの正規分布表を用い

てもよい。

[1] 次のデータはある店の 5 日間の男性と女性の来客数である。男性の来客数と

女性の来客数の相関係数は 
　　アイ　　　　ウエ　　

　　オカキ　　
 である。

 1 日目 2 日目 3 日目 4 日目 5 日目

男性 6 14 7 3 10

女性 8 9 11 5 12 単位：人

[2] あるクラスにおける数学の試験の結果を集計したところ，男女の平均値と分

散は以下のようになった。このクラス全体の平均値は 　クケ　 ，分散は 

　コサ　 である。

 人数 平均値 分散

男子 20 40 30

女子 30 50 40

[3] ある高校の 3 年生男子生徒の身長 X は平均 170.0 cm，標準偏差 5.0 cm の

正規分布に従うものとする。このとき，身長の高い方から 2.5 ％以内に入るの

は，身長 　シスセ　 . 　ソ　 cm 以上の生徒である。
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計算用紙
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Ⅲ ある企業が同じ製品を A，B，C の 3 つの工場で生産している。1 日あたり工

場 A は 4000 個，工場 B は 2000 個，工場 C は 2000 個を生産しており，3 工場にお

ける欠陥品比率は工場 A が 1 ％，工場 B が 2 ％，工場 C が 3 ％となっている。こ

のとき，以下の問いに答えよ。

[1] 3 工場全体における欠陥品比率は 
　　ア　　

　　イウエ　　
 である。

[2] ある日，その日に生産した製品の中から無作為に選んだ製品 1 つの検査をお

こなったところ欠陥品と判定された。この製品が工場 A で生産された製品で

ある確率は 
　　オ　　

　　カ　　
 である。

　

　

　

　

GD24.indd   6 2025/11/14   11:38:46

― 5  ― ＧＤ 2 4

正規分布表

u .00 .01 .02 .03 .04 .05 .06 .07 .08 .09

0.0 0.0000 0.0040 0.0080 0.0120 0.0160 0.0199 0.0239 0.0279 0.0319 0.0359 

0.1 0.0398 0.0438 0.0478 0.0517 0.0557 0.0596 0.0636 0.0675 0.0714 0.0753 
0.2 0.0793 0.0832 0.0871 0.0910 0.0948 0.0987 0.1026 0.1064 0.1103 0.1141 
0.3 0.1179 0.1217 0.1255 0.1293 0.1331 0.1368 0.1406 0.1443 0.1480 0.1517 
0.4 0.1554 0.1591 0.1628 0.1664 0.1700 0.1736 0.1772 0.1808 0.1844 0.1879 

0.5 0.1915 0.1950 0.1985 0.2019 0.2054 0.2088 0.2123 0.2157 0.2190 0.2224 

0.6 0.2257 0.2291 0.2324 0.2357 0.2389 0.2422 0.2454 0.2486 0.2517 0.2549 
0.7 0.2580 0.2611 0.2642 0.2673 0.2704 0.2734 0.2764 0.2794 0.2823 0.2852 
0.8 0.2881 0.2910 0.2939 0.2967 0.2995 0.3023 0.3051 0.3078 0.3106 0.3133 
0.9 0.3159 0.3186 0.3212 0.3238 0.3264 0.3289 0.3315 0.3340 0.3365 0.3389 

1.0 0.3413 0.3438 0.3461 0.3485 0.3508 0.3531 0.3554 0.3577 0.3599 0.3621 

1.1 0.3643 0.3665 0.3686 0.3708 0.3729 0.3749 0.3770 0.3790 0.3810 0.3830 
1.2 0.3849 0.3869 0.3888 0.3907 0.3925 0.3944 0.3962 0.3980 0.3997 0.4015 
1.3 0.4032 0.4049 0.4066 0.4082 0.4099 0.4115 0.4131 0.4147 0.4162 0.4177 
1.4 0.4192 0.4207 0.4222 0.4236 0.4251 0.4265 0.4279 0.4292 0.4306 0.4319 

1.5 0.4332 0.4345 0.4357 0.4370 0.4382 0.4394 0.4406 0.4418 0.4429 0.4441 

1.6 0.4452 0.4463 0.4474 0.4484 0.4495 0.4505 0.4515 0.4525 0.4535 0.4545 
1.7 0.4554 0.4564 0.4573 0.4582 0.4591 0.4599 0.4608 0.4616 0.4625 0.4633 
1.8 0.4641 0.4649 0.4656 0.4664 0.4671 0.4678 0.4686 0.4693 0.4699 0.4706 
1.9 0.4713 0.4719 0.4726 0.4732 0.4738 0.4744 0.4750 0.4756 0.4761 0.4767 

2.0 0.4772 0.4778 0.4783 0.4788 0.4793 0.4798 0.4803 0.4808 0.4812 0.4817 

2.1 0.4821 0.4826 0.4830 0.4834 0.4838 0.4842 0.4846 0.4850 0.4854 0.4857 
2.2 0.4861 0.4864 0.4868 0.4871 0.4875 0.4878 0.4881 0.4884 0.4887 0.4890 
2.3 0.4893 0.4896 0.4898 0.4901 0.4904 0.4906 0.4909 0.4911 0.4913 0.4916 
2.4 0.4918 0.4920 0.4922 0.4925 0.4927 0.4929 0.4931 0.4932 0.4934 0.4936 

2.5 0.4938 0.4940 0.4941 0.4943 0.4945 0.4946 0.4948 0.4949 0.4951 0.4952 

2.6 0.49534 0.49547 0.49560 0.49573 0.49585 0.49598 0.49609 0.49621 0.49632 0.49643 
2.7 0.49653 0.49664 0.49674 0.49683 0.49693 0.49702 0.49711 0.49720 0.49728 0.49736 
2.8 0.49744 0.49752 0.49760 0.49767 0.49774 0.49781 0.49788 0.49795 0.49801 0.49807 
2.9 0.49813 0.49819 0.49825 0.49831 0.49836 0.49841 0.49846 0.49851 0.49856 0.49861 

3.0 0.49865 0.49869 0.49874 0.49878 0.49882 0.49886 0.49889 0.49893 0.49897 0.49900 
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 である。

 1 日目 2 日目 3 日目 4 日目 5 日目

男性 6 14 7 3 10

女性 8 9 11 5 12 単位：人

[2] あるクラスにおける数学の試験の結果を集計したところ，男女の平均値と分

散は以下のようになった。このクラス全体の平均値は 　クケ　 ，分散は 

　コサ　 である。

 人数 平均値 分散
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[3] ある高校の 3 年生男子生徒の身長 X は平均 170.0 cm，標準偏差 5.0 cm の

正規分布に従うものとする。このとき，身長の高い方から 2.5 ％以内に入るの

は，身長 　シスセ　 . 　ソ　 cm 以上の生徒である。
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計算用紙
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Ⅴ [1] 座標平面上において曲線 y ＝ x3 － 2x に接し，傾きが 4 である直線は 

y ＝ 4x ＋ 　ア　　　　イ　 および y ＝ 4x － 　ウ　　　　エ　 であ

る。

[2] 座標平面上において曲線 y ＝ x3 － 3x2 － 4x ＋ 12 と x 軸で囲まれた図形の面

積の合計は 
　　オカキ　　

　　ク　　
 である。
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Ⅳ [1] 方程式 log9(3x ＋ 10) － log3 x ＝ 0 の解は x ＝ 　ア　 である。

[2] A 市の現在の人口は 100 万人で，今後の人口は年率 8 ％で増加していく。

このとき，A 市の人口が 400 万人を超えるのは 　イウ　 年後となる。た

だし log10 2 ＝ 0.3010，log10 3 ＝ 0.4771 とし，計算せよ。
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Ⅳ [1] 方程式 log9(3x ＋ 10) － log3 x ＝ 0 の解は x ＝ 　ア　 である。
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GD24.indd   13 2025/11/14   11:38:46

― 12 ― ＧＤ 2 4

Ⅵ 2026 年 1 月 1 日に年利 5 ％，1 年ごとの複利で 100 万円を借りる。そして，1 年

後の 2027 年 1 月 1 日から毎年 1 月 1 日に一定額ずつ返済することにする。10 回の

返済で全額返済しようとする場合（つまり 2036 年 1 月 1 日に完済する場合），毎年

返済する金額がいくらになるか考えよう。ただし 1 年ごとの複利法で計算し，

1.0510 ＝ 1.63 として，金額は千円の位を四捨五入して万円の単位で答えること。

題意より，毎年の返済額を x 万円とすると

100 ＝ 
10

∑
n ＝ 1

　 　x　
　(1 ＋ 0.05)n　

が成り立つ。

したがって，毎年の返済額は約 　アイ　 万円となる。　
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